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会   長  五十嵐政二 
直前会長  福原吉孝 
副 会 長 上野恭男・堤 清 
書   記  柏原佳子・上野恭男 
会   計  羽太英樹 
監   事  田舍庸男 
連絡主事  藤田良祐 

六甲部交流担当主査  福原吉孝 
   

花に想う 
篠坂幸彦 

◆１０年前のこと、３３年間共に暮ら

してきた《八重桜》及び《白木蓮》い

づれも樹齢３５年以上のものと、あ

る事情（敷地の分割）によりやむを

得ず永遠に別れなければならなくな

った。人間の勝手によるむなしさとすまない気持ち、そして自

分の不甲斐なさでどれ程胸が痛んだことか、、。◆《八重

桜》は桜のシーズンに一足遅れて花開く奥ゆかしさを持ちな

がらその色とボリュームでしっかり自己主張をして私達家族に

明るさと元気を与えてくれていた。◆《白木蓮》は３月入る

頃に手のひら大の純白の花を咲かせ、辺りには心地よい芳

香を漂わせ、月夜の明かりをバックに愛でるとき、その静寂さ

に心がどれだけ安らいだことか。◆この《二つの花木》に他所

で出逢う時はいつも心の中で頭を下げている。もうすぐその

季節が、、。◆過去に２０年間ボーイスカウトに携わり、子

供達の健全育成を経験した。２年前からは豊中市のボラン

ティア《花と緑の会》に入会し園芸の講習を受けながら地域

の公園その他に自分達で「種から育てた」数１０００の花苗

を植えつける《花いっばい運動》に参加。あの《二本の花木》

を思いつつ。◆《ボーイスカウト》《花いっばい運動》《ＹＭＣ

Ａ》そして《ワイズ》も「育てる！」がミッションのひとつでは、、。 

1 例会出席表 

第１例会出席者 

メンバー  １２名 
ビジター  ３名 
ゲスト   ３名 
メネット  ３名 
ｺメット   名 
合 計  ２１名 

例会出席率 

出席者  １２名 
メイクアップ  ３名 
合 計    １５名 
在籍者   １７名 
（内広義会員１名） 

出席率 ９３．８％ 

ＢＦ切手    
累計 ５５０ ｇｍ 
 

ニコニコ 
1 月  14,400円 
累計 97,906円 

主   題 

国際協会会長   ウイチャン・ブーンマパジョン（タイ）  
「信念あるミッション（使命・目標）」 ”Ｍｉｓｓｉｏｎ with Faith” 
 

アジア地域会長  エドワード K.W. オング（シンガポール） 
「愛をもって奉仕しよう」  ”Through Love, Serve” 
 

西日本区理事   遠藤通寛（大阪泉北） 
「あなたならできる！きっとできる」 
”You can do it ! Yes, you can” 
 

六甲部部長     進藤啓介（神戸クラブ） 
「-ＹＭＣＡと共に- 次世代を育み、地域に仕える」 
 

芦屋クラブ会長  五十嵐政二 
「絆を太く、強く」 

 

“To acknow ledge t he  du ty  t ha t  accompan i es  eve ry  r i gh t ”  
A f f i l i a t ed  w i t h  the  I n te r na t i o na l  Assoc i a t i o n  o f  Y ’s  Men ’s  C ｌｕｂｓ  

ＴＨＥ Ｙ’Ｓ ＭＥＮ’Ｓ ＣＬＵＢ ＯＦ ＡＳＨＩＹＡ 

 

Ｃｈａｒｔｅｒｅｄ Ａｐｒｉｌ 11．1998 

 

 

Address ： Seiji Igarashi 〒659-0014  6-16-402 Midorigaoka Ashiya .JAPAN 

Mail ： PX100151@nifty.com      Tel  0797-22-7852  

URL ： http://www.kobeymca.org/kobe_ymca/ys/ashiya.html  

 

今月の聖句 
そのころ、イエスは祈るために山に行き、神に祈って夜を明か

された。 朝になると弟子たちを呼び集め、その中から１２人

を選んで使徒と名付けられた。 

             ＜ルカ福音書 ６：１２～１２＞ 

２月第 1 例会プログラム 

と き： ２０１６年２月１７日(水) 1９：00～2１：00 

ところ： ホテル竹園芦屋          （敬称略） 

司会： 篠坂幸彦ワイズ 
 
１． 開会点鐘 

２． クラブソング斉唱 

３． 聖書朗読 

４． タイワークキャンプリーダー挨拶 

５． 食前感謝 

６． 会食・懇談 

７． メンバー‘ｓ スピーチ 

「ぼくのおじいちゃん」 

８．次年度役員選出 

９．１）第２例会議事録の承認 

  ２）各事業委員の報告 

９．ＹＭＣＡ報告 

10．ニコニコ献金報告 

11．誕生日祝い 

    坂東幸子・堤 和子 

13．閉会点鐘              
    

五十嵐政二会長 

一同 

羽太英樹ワイズ 

 

五十嵐かほるメネット 

 

春風みつこ 

 

上野恭男次期会長 

五十嵐政二会長 

各事業委員 

藤田良祐連絡主事 

島田 恒ワイズ 

五十嵐政二会長 

 

五十嵐政二会長 



1 月例会報告 

と き： ２０１６年１月２０日（水）１９：００～２１：００ 

ところ： ホテル竹園芦屋３Ｆ． 

司会： 島田 恒メン               （敬称略） 

出席者： 五十嵐会長・上野恭男・柏原佳子・桑野友子 

篠坂幸彦・島田恒・都筑省三・堤清・羽太英樹・坂東

幸子・福原吉孝（各メン）、五十嵐かほる・島田保子・

福原美鈴（各メネット）・藤田良祐連絡主事 

ビジター： 京極美栄子・橋本和子（神戸クラブ） 

水谷恭子（宝塚クラブ） 

ゲスト：  ナリニ・トシュニワル（ゲストスピーカー） 

中村亮介・伊藤芳子 

新年 1月 20 日、ホテル竹園においてにぎにぎしく例会幕開

けとなった。会長の新年挨拶と開会点鐘、クラブソングが斉

唱され、羽太メンによる聖書朗読そして心に届くメッセージが

発信された。新約聖書最後の「ヨハネの黙示録」から、「初

めであり、終わりである」神の「命の水の泉から値なしに飲ま

せよう」という宣言が、新しい年の希望の根源であることが伝

えられた。 

いつものように楽しく食事と懇談が進み、この日のイベント「イ

ンド舞踊」がゲストのナリニ・トシュニワルさんによってはじめら

れた。インド在住の幼少期よりインド古典舞踊であるカタック

を習得され、世界各地で公演活動を行っておられる貴重な

存在である。スピーチでは、地図や資料を提示しながらイン

ドのこと、舞踊のことをたっぷりと話された。インドのことに何か

深く通じたような気がしたところで、本番の舞踊が披露され

た。インド特有の音楽に合わせ、しぐさの意味を解説しなが

ら、活気ある舞踊を舞台狭しとばかりに迫力をもって踊られた。 

インドのサリーを持参され福原メネットをモデルに着付け、福

原メンもあらためてメネットの魅力を確認された顔つきに見え

た。もっともっとの要望が会場からも感じられたが、そこはテイ

コク主義の伝統、司会者としては期待された質疑も割愛し

てこのプログラムを終了せざるをえなかった。トシュニワルさん

は芦屋でアカデミーを開設され、ダンスを通じて国際交流に

大きな貢献をされていることがわかった。 

      
 

 

第二例会議事録承認、YMCA 報告、誕生祝と続き、惜し

まれながら会長の閉会点鐘で、新年の印象深い例会はテ

イコク主義を守って閉じられた。 

この日の出席は、ゲスト、ビジター６名、メン・メネット１５名で

あった。                        島田 恒                               

インド舞踊を鑑賞して 

インド舞踊を拝見する機会があり、大変楽しく過ごさせて戴

きました。 

北部はブッタの生誕地、東部は紅茶、中央部の都市等に

それぞれ違いがあり、私が想像していたインドと違い季節、

踊り、食事など多様性に富んだ大きな国である事も判りま

した。 

さて、踊りですが、足首に多数の鈴

をつけ、表情、体の動き、指先で、

嬉しさ、悲しさ等の感情表現が出

来、日本舞

踊のような繊

細さとダンス

のダイナミック

さを兼ね備

えた踊りでし

た。踊りを通

じて数千年

に渡るインド文化の奥深さに驚かさ

れました。さて、ナリニ・トシュニワルさ

んよりインドサールの着る機会があり

ました。インドシルクの軽くて繊細な着心地で美しい配色に

も驚きました。演者のお蔭で色々インドの踊り、文化に触れ

る事が出来、満足の出来る時間でした。   福原 美鈴 
 
ナリニ・トシュニワルさんから写真
とお礼メールが届きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ナリニ・トシュニワルさんと参加の女性メンバー・ 
メネット・ビジター・ゲスト全員で Ｈｉ チーズ！ 

 

Dear Kashihara Keiko San ,  
  
Hello 
It was nice to meet you and other 
members on Wednesday 20, at meeting.  
Everyone was so kind and were 
interested in knowing about India. I 
really enjoyed showing you all Indian 
Culture.  
 
Best wishes,  
Nalini Toshniwal   

Dear, Ms. Nalini Toshniwal 
  
Hi. We hope you are doing very well. 
It was nice meeting you, too. 
We really appreciate your participation 
for our 2016 kick-off meeting. 
We were so much inspired by Indian 
culture especially the India dance, the 
movements which convey meaning using 
every part of your body. This was just an 
amazing performance! 
In addition, thank you for the wonderful 
photos and everything. 
  
May this year be your best ever. 
  
Best regards, 
Keiko 



 

恒例の芦屋ワイズの「留学生交流会」は、

神戸ＹＭＣＡカレッジで日本語を学ぶ近

隣アジアの学生たちに加え、数年前より

は御影ユースプラザの日本人中高生も

加わり、若者の国際交流にお役に立てるイベントになった。

今年は留学生３０数名、中高生１５名が参加してくれた。

折しも「節分」当日である。藤田主事の司会で交流会は始

まった。五十嵐会長の歓迎の挨拶に続いて、どなたのアイデ

アか？ 全員

南南東に向き

「恵方巻き」に

かぶりつく沈黙

のパフォーマン

スである。 クラ

ブメンバーの持

ち寄りのご馳走

がテーブルに並び、みんなたのしく食べ、飲み、若者たちとの

おしゃべりに花が咲いた。予定の時間もあっという間に過ぎて

行き最後の締め

はみんなで豆ま

き ・ ・ ・ 鬼 は そ と 

福はうち・・・節分

は立春の前夜、

暦の上では陰と

陽が対立して邪

気、災禍をもたら

すことから、古来

鬼はらいとして始まった日本の文化である。馴染のない留学

生にも触れてもらえる機

会にもなった。 今回も素

敵な場所を提供してくだ

さったブルーミンメドーの渡

辺夫妻に感謝！ 

         羽太英樹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年もユースプラザ KOBE・EAST に集う中高生、日本語

学科で勉強する留学生が、芦屋クラブの皆さまと交流する

機会を与えてくださり、心より感謝申し上げます。今年は中

高生 15 名、留学生 30 名、合計 45 名の若い学生たちが

参加させていただきました。参加した学生は皆、素晴らしい

会場と美味しい料理に感動した様子でした。最初は緊張し

て留学生と話すことができなかった高校生も時間が経つに

連れて、趣味の話やバイトの話、お互いの文化の違いなど、

様々な話をすることができたようです。「これまで、あまりアジ

アの人たちと話をする機会がなかったので、とても良い経験に

なりました。」と参加した高校生が話してくれました。 

まだ若い中高生は、自分たちと「違うこと＝悪いこと」と考え

てしまう様子が見受けられます。自分たちと似た経験や背

景を持つ人たちとの交流の方が楽で、楽しいと感じるからで

はないかと思います。しかし、世界に目を向ければ日本人の

常識は 1/70 ほどしか通用しないという事実があります。これ

からの社会を支える若者の中に「違いを認め合い、多様性

を受け入れる心を育む」ことが未来の平和を生み出していく

ことに繋がると思っています。この交流会へ参加した学生ひと

り一人の心の中に、未来の世界平和を作り出していくため

の小さな種がまかれたと信じています。 

最後にな

りましたが、

このような

素晴らし

い交流の

機会を日

本・アジア

の若者へ

与えてくだ

さ っ た 芦

屋クラブの

皆さまに重ねて感謝申し上げます。ありがとうございました。 

  連絡主事 藤田良祐 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       「 神さま、仏様！」 －西表島探訪記－            権 甲植 

「ああ、神さま仏様！」、因みにそれは神仏に対する感謝の言葉ではなく、死ぬのが怖くて思わず飛び出した言葉であった。 

事の起こりは十一月の西表島への二泊三日旅行であった。しかし現地に着いてその寒さに驚いてしまった。八重垣島の温度

計は１３度を示していたのである。島の人達は、寒さに驚き慌てる私達に同情しながら、“こんな寒い日はめったにない”と、コニ

コ笑いながら言葉を揃えていた。それは、突然の冬将軍の到来を語りながらも“自然が相手では仕方ないさ“とか”成り行きを

楽しめば？“と語っているニコニコ顔に思えた。人達は皆一様に、にこやかで和やか、そして動ぜず泰然としていた。 その様な

ひと時の安心感も、次の日の高速艇の乗車で吹っ飛んでしまうことになる。空はどんよりと曇り、波は高くうねり強風が海上を

走り回っている。大丈夫か？高速艇のスタッフは、あのニコニコ顔を返すだけである。乗客は少なく、高速艇はこの葉の様に揺

れ、まるでジェットコースターの様である。試練（？）は更に重なる。下船した後、今度は浅瀬の海を牛車に乗って、いよいよ西

表島に渡るのだが（観光広告、牛車写真の、のどかさに魅せられてこの旅行が始まった）海風は台風の様に吹き荒れ、私達

しか乗っていない牛車は四隅の柱しかない吹きさらしであり、その上まさしく“牛歩”の歩みで今にもひっくり返りそうに思えた。や

がて若い牛車手（？）はそんな私達をしり目に、やおら三味線（？）を取り出し、のんびり弾きだしたのである。弦の音は瞬時に

“風と共に去りぬ”であるのに！私は言った。「兄ちゃん、すまんが歌の合間にもう少し早く歩くようにその三味線で牛のお尻をつ

つい て く れ へ んか！ 」 。返事の代わ り に帰 っ て き たがあ の ニ コ ニ コ顔なので あ る 。 そ し て彼は その笑顔 と

共に三味線を又のんびり弾きだしたのである。私は思わず叫んでいた。「ああ、神さま仏様！」。海風はいよいよ強く吹いていた。 

 

１１回目の「留学生交流会」 



 

 

 
 

第２例会議事録（抄） 

と き： ２０１６年１月２７日（水）         （敬称略） 

ところ： ホテル竹園芦屋ラ・ルー  １８：３０～２０：００ 

出席者：五十嵐会長、柏原佳子、桑野友子、権甲植、

島田 恒、篠坂幸彦、羽太英樹、藤田良祐､（８名）  
 
１）第１例会の検討 

３月１６日（水） 「カントリーミュージックのあれこれ」 

演奏とお話： 中進一郎氏・赤賀幸一氏 

４月 20 日（水） 盲導犬 

５月１８日（水） トリニダードトバゴ・スチールバンド演奏 

６月１５日（水） カポエラ（ブラジル音楽）or チター  

（交渉中 五十嵐会長） 
２） 羽太会計より 
◇１２月会計報告・クリスマス祝会会計報告がなされた 

◇西日本区への各種ファンド献金はＣＳ・Ｙサ・東日本

大震災支援・ロールアップマラリアの４事業に絞って満

額にして献金することに決定 

◇みどり基金は50,000円に届かない為、更に呼びかける 
 

３）韓国旅行 

  ２月３日の懇親会で五十嵐会長・権ワイズより費用・日

程等説明を受ける。 

  参加予定者： 五十嵐会長・かほるメネット・上野・柏

原・桑野・権・島田・保子メネット・坂東・福原・美鈴メ

ネット・（藤田連絡主査・坂東さんの友人とお嬢様・他） 

４）その他   

☆次年度７月２０日（水）キックオフ例会はホテル竹園が

巨人軍宿泊の為利用できない。会場は後日決定 

☆２０１６年のクリスマス例会１２月２３（金）に決定 

☆さくら祭りは４月２日（土）３日（日）に決定 

 上野ワイズが新システムの申請書を作成、提出 

 また、各メンバーのシフト及び準部の担当等は第２例

会で決める 

*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～* 
◇ 今後の行事予定  

２月３日（水） 六甲部拡大役員会（欠席） 

２月６日（土） ＹＹフォーラム  

栄光教会 １３：００～１７：００ 

その後、懇親会 会費 3,000 円 

参加者： 五十嵐会長・福原交流主査・上野・ 

柏原・桑野・羽太（６名） 

３月５日（土） 六甲部第２回評議会 

         場所： ホテル竹園芦屋（詳細後報） 

３月１９日（土） 震災復興支援 西宮Ｃメネット主催 

   参加者： 五十嵐会長・かほるメネット・上野・柏原・

桑野・権・島田・篠坂・福原（９名） 

 

 
 

◇ 新年礼拝 

１月４日（月）グリーンヒルホテル神戸のチャペルで新年礼拝

を行い、中道基夫理事長から「新しく始める（ヘブライ人へ

の手紙 12:1-3）」というテーマでお話しをいただきました。新

三宮会館建築工事施工の大林組職員の方も出席をして

くださり、礼拝後は職員約６０人が工事現場を見学させて

いただきました。 

◇ 台湾高雄 YMCA と高雄樹徳科大学の先生方が来神 

高雄ＹＭＣＡ幼稚園の紹介で、高雄樹徳科技大学で幼

児教育を学ぶ学生達が、神戸ＹＭＣＡの日本語科夏期集

中コースに参加し、日本語を学習することに加えて、神戸Ｙ

ＭＣＡの幼児教育の現場を訪問し、日本の幼児教育の現

状を学びました。子ども達を見る視点や保護者への対応等、

多くの意見交換がなされ、互いに刺激を受けながら、学びの

機会を得ました。 

◇ 中日本区ブランディングワークショップ 

１月１６日（土）神戸を会場に、「中日本ＹＭＣＡブランディ

ングワークショップ」が開催されました。９拠点のＹＭＣＡより２

０名、ブランディング広報戦略タスクチームより３名、グラムコ

株式会社より２名、計２５名が参加されました。 

グループごとのワークショップのなかで、ＹＭＣＡの現状、そして

今後の期待をキーワードで引き出し、ポイントを整理し、こ

れから「継承するもの」、「強化するもの」、「追加するもの」、

「削除するもの」を、絞り込んでいく作業を行いました。今回、

取りまとめた意見は、年末に行われたオンラインアンケートの

結果、総主事インタビュー、これから行われる生活者アンケ

ート、企業自治体インタビューなどの結果を全て検討し、２

０１６年６月にはそれを反映したＹＭＣＡブランドコンセプトが

発表されることになっています。 

◇ （新）三宮会館建築工事進捗状況 

１２月までに地盤改良工事、掘削工事、地盤改良杭施

工が行なわれました。１月には、捨コン打設工事、トラック構

台架設工事、タワークレーン組立工事、基礎鉄筋工事、

基礎地中梁鉄筋型枠工事が行なわれ、２０１８年２月末

を竣工予定とし、概ね順調に進められています。 

 

◇ ＹＭＣＡの予定 

・未来を創るピースフォーラム 

日時： ２月２２日（月）１０：００～１２：００ 

・神戸ＹＭＣＡ学院専門学校 日本語スピーチコンテスト 

日時： ３月２日（水）９：００～１２：００ 

場所： 兵庫国際交流会館 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記： ◇１月上旬の季節外れの暖かさに成長

し過ぎた野菜がスーパーで大安売り、大寒に入るころ

には一変して季節通りの寒さに野菜の価格も乱高

下、生産者も消費者も大変です。◇東南アジアは春

節、長期休暇にまたもや中国観光客の爆買があるの

でしょうか？◇２月３日の節分の日に留学生交流

会、皆で豆まきをして今年の無病息災を祈りました。 

留学生も異文化にふれ楽しそうでしたね。  

ＹＭＣＡニュース スピーカープロフィール 

春風みつこ（羽太光子メネット）  春風イチロー師匠

に入門、ろごす腹話術研究会会員。 師匠の願い

「聖書のみ言葉を人形と共に」教会学校・地域・老人

施設などでボランテイア活動。 

 


